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【はじめに】 

今回の研修は、３段階のレベルに分けて、ステップアップ式で選択制の研修にしました。ICT活

用について理想の授業スタイルを文化情報部で設定し、それを目標に研修を計画に取り入れまし

た。第１・第２グループでは主に、Google Workspace のクラスルームとMeetを活用したオンライ

ン授業が実施できるように研修計画を取り入れました。第３グループでは、主に第１・第２グルー

プの活用がすすむと必要になってくるプリント教材の活用方法などを研修に取り入れました。 

 それぞれの目標に向けて各教員がオンライン授業を実施するため、学校独自の貸出方法や保管場

所の確認など初歩的な部分からステップアップしていけるよう研修を考えました。 

授業で活用できるアプリ等を紹介することが多いのですが、スモールステップを目指す本研修に

はそぐわないため、その手法を取りませんでした。アプリの内容によっては、教科等で必要性に偏

りがでたり、活用頻度を考えたりと、今回のオンライン授業が実践できるまでの段階設定を軸に研

修内容を計画した方が今後の活用にもつながると考えました。全教員がオンライン授業が実践でき

るようになる内容を計画しました。 

 

【内 容】 

第１グループ 

第１グループでは、iPadやGWSの基本的な部

分に焦点をあて、「Google Workspaceについ

て」、「GIGAタブレットについて」、「プロ

ジェクターとApple TVへの接続方法」、「Goo

gle classroomの開設方法と招待方法」につい

て研修をしました。 

まず「Google Workspaceについて」では、G

WSとは「インターネット上で利用するクラウド

ツールなので、PCやタブレットなどデバイスを

またいで、通信環境さえあればどこからでもツ

ールやデータを活用可能」であることの説明

や、Googleアカウントへのログイン方法、同時

に同じファイルを作業ができることなど、さま

ざまな利点があることを説明しました。「GIGA

スクール構想について」では、「Society 5.0 



時代に生きる子どもたちに、PC 端末は鉛筆やノートと並ぶマストアイテム」となっており、「児

童生徒向けの1人1台端末と、高速大容量の通信ネットワークを一体的に整備し、多様な子どもたち

を誰一人取り残すことのなく、公正に個別最適化された創造性を育む教育を、全国の学校現場で持

続的に実現させる構想」ということを説明しました。「プロジェクターとApple TVへの接続方法」

では、HDMIケーブルやHDMI変換ケーブルをプロジェクターのどこの部分に接続するのか、またAppl

e TVを接続した場合、iPadをどのように操作してミラーリングをするのかを説明しました。 

 次に「Google classroomの開設方法と招待方法」では、Go

ogle classroomにおけるクラスの作成方法、メンバーの招待

方法について説明をしました。 

招待方法として、クラスコードの表示の仕方、どこからク

ラスコードを入力するのか等、クラスコードを入力してクラ

スに参加する方法を説明しました。Gmailにて招待する場合

は、あらかじめ教員と児童生徒のアドレスを追加しておく必

要があることも説明し、アドレスの追加方法を説明したのちに招待コードの送信の仕方について説

明しました。他にも作成後のクラス名の編集の仕方、アーカイブの方法などについても説明をしま

した。 

最後に教員用iPadは教員内で共有の端末なのでログアウトの仕方も説明しました。 

 

第２グループ 

 第２グループでは、「教材データの活用、Google Workspaceでの教材づくりの利点、オンライン

授業」の方法について研修をしました。 

 まず「教材データの活用」では、Google Workspaceのデータ

保管場所であるドライブについて説明しました。ドライブに

は、マイドライブや共有アイテム、共有ドライブがあり、その

内容について説明しました。また統合ICT（windows）のデータ

とGoogle Workspaceのデータをどのようにアップロードしデー

タやファイルの変換等するか説明しました。 

 次に「Google Workspaceでの教材づくりの利点」では、Goog

le Workspaceで教材や資料をどのように作成するのかを、主に「ドキュメント」を活用して説明し

ました。ドキュメントでは、「データ探索や画像挿入、音声入力」の機能がWordと比べると活用し

やすい機能の利点として、確認して説明しました。データ探索を活用して画像を挿入することで、

ウィンドウの切り替えをせず画像を挿入できたり、著作権を配慮した画像が使用できたり、容易な

操作で画像が挿入できるという利点について説明をしました。音声入力については、会議の記録用

や入力が苦手な方、児童生徒の文字入力の方法の一つとして機能の説明し、タブレット端末に音声

を吹き込んでどのように文字入力されるか体験して確認しました。 



 次にGoogle classroomで、児童生徒等に資料配布す

る方法について説明しました。資料配布時に、児童生

徒の権限を設定することで、授業の用途に合わせて自

動生徒が閲覧したり、編集したり権限が変更されるこ

とを説明しました。 

 最後にGoogle classroomを活用したオンライン授業

の方法ということで、「Meet・画面共有」について説

明しました。Meetで画面共有を活用することで授業の解説や指導

が手元のiPadで直接確認できることについて説明し確認しまし

た。 

また研修後の問題解決能力の向上や個々の課題が解決できるよ

う動画検索やサイト検索での、絞り込みの仕方についても説明し

確認しました。 

 

第３グループ 

 第３グループでは、「classroom 職員室」「Forms」「東書webライブラリ」「Kahoot！」の使

用方法や活用例について研修をしました。 

「classroom 職員室」の項では、職員朝礼連絡簿・共有施設予約表・校務便覧等の資料へのア

クセス方法について説明しました。今年度から各教室に1台割り当てている教員用iPad等のタブレ

ット端末から閲覧できるため、職員朝礼に参加できなかった場合でも教室から確認できるようにな

ったことを周知しました。 

「Forms」の項ではFormsを活用すると、できることについ

て説明をしました。これまでの紙によるアンケートの配付・

集計をGWSの活用により、メールで一括送信・集計・表も自動

生成できるようになり、集計作業から集計結果を活かす業務

に労力を多く割けるようになることを説明しました。 

「東書webライブラリ」の項では、小中

学校の問題データベース・映像データベー

スにアクセスし、プリント等のデータを利

用できることを説明しました。問題データ

ベースでは、テンプレートの使用のみでは

なく、児童生徒の実態や授業に合わせて編

集して組み合わる利用例も紹介しました。

映像データベースの充実したコンテンツの

実例を挙げて紹介し、５教科のみではなく、道徳・情報などいろいろな授業場面に合ったものがあ

ることを確認しました。 



「Kahoot！」の項では、まず大まかな作り方の動画を最初に見てイメージを持ちやすくしまし

た。それからアカウントの作り方を説明し、実際にアカウントを作ってもらいました。アカウント

を作った後は、説明文を入れておいた画像を見

ながら、どこを押せば問題の形式が選択問題か

ら〇×問題に変わるのか、制限時間を変えられ

るのか、正解の選択肢を設定するのか、を説明

しました。そして作ったクイズをどのようにし

て出題するのか、過去に出題した問題の活用法

として、どのような問題の正解率が低いかなど

詳細で確認できるところを説明しました。また

個別に表示できるので一人ひとりの苦手な問題

などが見えてくることなどについても説明しま

した。 

「タブレットドリル」の項では、関係資料の

ある場所とどんな時に使用することになるのか

の点を説明しました。ご家庭にあるタブレット

端末やGIGAタブレットにより、学校が休校等になった際にも使用でき学習保証ができるような体制

になっていることを紹介しました。 

 

【まとめ】 

 近年の教育現場では、ICT機器を使用した指導スキルが求められています。今回の研修では、Goo

gle classroomとMeetを使用し、多くの教員がオンライン授業に取り組めることを目標に計画を立

てました。またオンラインのみならず、教員がホワイトボードに記入するのを見るのではなく、自

分専用のiPadから指導を受けることができるので、集中力の向上にもつながっているように感じま

す。またカラー教材を用意するのも簡単になり、他にもさまざまな点で利点があるのがICT機器を

利用した授業展開だと感じます。なかには、ICT関係が苦手で、今回の研修内容等に前向きでない

教員もいることが多いように感じました。Google Workspace等の利点や必要性を実感してもらうた

めICTを活用した学校行事を設定し、必要性の実感やスキルアップを計っていきたいと思います。

今後、iPadを使った授業を特定の教員だけが行えるのではなく、教員誰でも全員が行えるスキルに

なるように丁寧な研修に今後も取り組んで行きます。 


